
経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
兵庫県

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 709,930 大規模 4 422,247 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

類似団体平均値（平均値）

- 80.6 102 645,546 自治体職員 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

R02R05 R06 R02

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

1　収益の確保
・平成５年度以降令和６年度まで32年連続で黒字
となった。①経常収支比率は120%以上で推移し、
全国平均も上回っている。また、②累積欠損もな
いなど、安定した経営を確保している。⑥給水原
価は、効率的な運営の下、10円前後で推移し、全
国平均を大きく下回っている。
・⑧契約率は現状維持の傾向で推移しているが、
全国平均を上回っている。
・また、水需要を踏まえた施設整備や更新を行っ
ているため、⑦施設利用率は50%以上で推移し、全
国平均を上回っており、⑤料金回収率も100%以上
を維持するなど、着実な収入へと結びつけてい
る。

２　費用の抑制
・③流動比率は、1000%以上を確保しており、十分
な短期支払能力を維持している。また、新規起債
発行抑制や計画的な企業債償還を行った結果、長
期の債務残高の程度を示す④企業債残高対給水収
益比率も年々減少しており、安定的な経営状況で
ある。

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 146.75 136.87 127.63 130.80

R03 R04

206.80 181.10 153.56 126.26 99.29当該値 843.73 890.07 1,032.43 1,115.20 1,041.74

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06

1.46 1.18平均値 119.93 118.40 113.04 115.02 111.98

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00129.26

平均値 225.72 217.80 216.05 213.13 213.10平均値 380.84 424.64 427.23 454.07 381.88平均値 9.47 11.03 1.88

2. 老朽化の状況について

・建設後40～50年を超える施設が多くなってお
り、老朽化が進んでいることから、①有形固定資
産減価償却率は類似団体に比べて高くなってい
る。
・給水開始当初に整備した管路の多くが法定耐用
年数を迎えており、②管路経年化率が全国平均を
上回っている。
・また、給水に支障のある個所の優先的な更新を
部分的に行ってきたこと等から、③管路更新率が
年度間でばらついているが、今後は施設更新時期
の分散化を盛り込んだ「アセットマネジメント推
進計画（平成30年度改定）」に基づく資産管理に
より、施設点検の強化を図るとともに施設ごとに
使用目標年数を定め、長寿命化や投資コストの平
準化を図りつつ、計画的な施設更新を進めていく
必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 141.30 138.73 129.98 133.68 130.57

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06 R02

90.83 90.92 90.92 90.93 90.93当該値 61.29 60.47 60.39 56.87 59.48

18.36 18.88平均値 116.75 115.48 109.91 111.83 108.95

当該値当該値 9.61 9.73 10.39 10.10 10.36

2. 老朽化の状況

平均値 80.08 79.69 78.66 80.20 79.72平均値 56.00 56.81 55.65 54.73 54.32平均値 17.22 17.44 18.62

R03 R04 R05R02 R03 R04 R05 R06 R02

0.25当該値 67.76 69.15 69.57 69.83 69.83当該値 59.13 60.50 62.18 64.37 65.69

平均値 60.35 61.07 61.99 62.44 62.28

全体総括

・今後とも、経営の合理化や効率化に努めるとと
もに、「アセットマネジメント推進計画」による
施設の長寿命化等を図り、経営の健全性を確保し
ていく。
・今後は契約水量の大幅な増加は見込み難い状況
にあり、また施設の老朽化の進行により、更新・
修繕費用の増大が見込まれるなど、経営への影響
が懸念される。このため、新規受水企業の開拓等
による料金収入の確保や費用抑制など、引き続き
より一層の経営改善に取り組んでいく必要があ
る。

R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00

平均値 0.50 0.20

R02

0.43

0.22

R03R06

0.25

0.24 0.31平均値 52.07 50.36 51.48 52.79 53.56
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】
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⑤料金回収率(％)
【107.69】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
【77.20】
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②累積欠損金比率(％)
【22.25】
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①経常収支比率(％)
【111.95】
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